
　
花
火
が
上
が
り
、
銀
鎖
と
太
鼓

の
音
が
響
く
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
伝

統
の
仮
面
劇
が
上
演
さ
れ
、
港
の

広
場
は
、
お
祭
り
ム
ー
ド
ー
色
だ
。

　
五
月
二
十
日
。
韓
国
南
部
の

統
営
市
で
開
か
れ
た
「
国
連
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ

Ｓ
Ｄ
）
統
営
セ
ン
タ
ー
開
始
式
」
。

五
百
人
あ
ま
り
の
市
民
を
前
に
、

陳
義
丈
市
長
（
六
一
）
は
高
ら
か
に
宣

言
し
た
。
「
美
し
い
自
然
を
子
孫

に
残
し
、
世
界
に
誇
れ
る
都
市
と

な
る
た
め
、
市
民
と
と
も
に
Ｅ
Ｓ

Ｄ
を
実
践
し
、
持
縦
可
能
な
統
営

市
を
作
り
ま
す
」

　
街
中
に
は
二
十
本
の
横
断
幕
が

は
た
め
い
て
い
た
。
韓
国
で
初
め

て
、
国
連
大
学
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
地
域
拠

点
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）
に
認
定
さ
れ
、
記

念
イ
ベ
ン
ト
は
前
日
の
国
際
会
議

か
ら
二
日
間
続
い
た
。
ハ
ン
ス
・

フ
ァ
ン
・
ヒ
ン
ケ
ル
国
達
人
学
長

を
は
じ
め
、
韓
国
政
府
や
大
学
の

関
係
者
、
統
営
よ
り
少
し
早
く
認
　
の
水
軍
本
営

‘ 「
統
制
営
」
の
地
　
近
年
、
中
国
か
ら
価
格
の
安
い

Ｅ
岡
山
の
関
係
者
　
と
あ
っ
て
歴
史
遺
跡
が
多
い
。
魚
が
大
量
に
流
入
し
、
主
力
で

　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
的
な
作
曲
家
・
故
尹
伊
桑
　
あ
る
水
産
業
の
落
ち
込
み
が
激

ジ

の
中
で
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
　
環
境
と
開
発

　
市
混
百
九
大
の
島
迄

え
、
閑
麗
海
上
国
立
公
園
の
中
に

位
置
す
る
水
産
都
市
は
、
岡
山
と

の
縁
が
深
い
。
玉
野
市
の
姉
妹
都

市
。
日
本
の
植
民
地
時
代
、
岡
山

の
漁
業
者
ら
が
移
り
住
ん
だ
岡
山

村
の
跡
も
残
る
。

　
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
を
迎
え

撃
っ
た
英
雄
李
舜
臣
将
軍
ゆ
か
り

を
顕
彰
す
る
国
際
音
楽
祭
も
有

名
だ
。

　
た
だ
、
十
Ｅ
万
人
い
る
人
□

は
、
こ
の
二
十
年
で
二
割
の
減
。

し
い
と
こ
ろ
へ
昨
年
末
、
ソ
ウ

る
。
市
経
済
通
商
課
は
「
統
営

が
生
き
残
る
た
め
に
、
文
化
観

光
都
市
と
し
て
成
長
し
な
け
れ

ば
」
と
力
説
す
る
。

ル
と
統
営
を
約
四
時
間
で
結
ぶ
　
　
「
み
ん
な
で
議
論
し
、
ケ
ー

高
速
道
路
が
開
通
、
観
光
産
業
ゲ
ル
カ
ー
問
題
を
解
決
す
る
こ

へ
の
期
待
が
一
躍
高
ま
っ
て
い
　
と
が
一
つ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
は
な
い

仮面劇も披露され、ＲＣＥ統営の開始式は港

で盛大に行われた－３月

か
」
。
地
元
新
聞
社
の
社
長
・

許
道
明
（
四
五
）
は
言
う
。

で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」
と
い
っ
た
意
見

も
聴
か
れ
た
。
保
全
の
た
め
の
Ｅ

Ｓ
Ｄ
か
、
開
発
の
た
め
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ

か
ー
。
統
営
市
が
市
民
と
と
も
に

挑
む
議
論
は
単
純
で
は
な
い
。

　
　
期
　
　
　
　
　
待

　
二
十
余
億
円
を
投
じ
、
宿
泊
施

設
を
備
え
た
自
然
生
態
学
習
公
園

　
市
中
心
部
に
近
く
、
眺
望
の
　
と
Ｒ
Ｃ
Ｅ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま

良
い
弥
勒
山
（
四
六
石
）
に
ケ
す
ー
。
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
’

Ｉ
ブ
ル
カ
ー
を
設
置
す
る
市
事
　
　
統
営
市
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
年
間
予
算
は

業
が
七
年
前
に
始
ま
っ
た
が
、

工
事
が
中
断
し
て
い
る
と
い

う
。
環
境
団
体
な
ど
が
「
環
境
破

壊
に
な
る
」
と
強
く
反
対
し
、
議

論
も
ス
ト
ッ
プ
し
た
ま
ま
だ
。

　
「
地
域
の
た
め
に
観
光
資
源
は

生
か
す
べ
き
。
環
境
と
開
発
、

経
済
が
調
和
す
る
方
策
を
早
急

二
千
万
円
だ
が
、
開
始
式
で
は
大

規
模
な
Ｅ
Ｓ
Ｄ
開
発
計
画
が
公
表

さ
れ
た
。
「
北
東
ア
ジ
ア
か
ら
、

世
界
か
ら
、
人
が
集
ま
る
統
営

へ
」
。
力
強
い
声
が
青
い
空
に
こ

だ
ま
し
た
。

　
「
統
営
の
教
育
が
早
く
Ｅ
Ｓ
Ｄ

に
変
わ
っ
て
ほ
し
い
」
。
生
徒
と

に
議
論
す
べ
き
だ
と
思
う
」
　
　
　
一
緒
に
式
典
を
見
守
る
高
校
教
師

　
許
の
意
見
に
対
し
、
環
境
団
居
曇
天
（
一
言
は
言
っ
た
。
受
験
科

体
か
ら
は
「
何
よ
り
ま
ず
自
然

を
守
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
上

北
東
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
に

目
で
な
い
「
環
境
」
を
高
校
生
に

ど
う
教
え
る
か
、
い
つ
も
悩
ん
で

い
る
と
い
う
。
「
私
は
統
営
の
子

ど
も
た
ち
が
本
当
に
兪
の
主
体
と

し
て
成
長
で
き
る
教
育
の
実
現
を

心
か
ら
期
待
し
ま
す
」
（
敬
称
賂
）

●"｀"-■■-■■-■■■--一晶-■--■■■-■■■■■■■-･一晶--■一晶■■■-■■■■■■--■■-■■

ｉ　ご意見をお寄せください。〒ﾌoo-8734､山陽新

ｉ聞｢国際貢献取材班｣。ファクス(086-245-5296)I、

Iメール(kOkUSai＠Sany0.0ni.COjp)。⑩地域で動く○＠○


	page1

